
［成果情報名］レタス、ホウレンンソウ、バレイショの迅速農薬残留分析法

［要約］レタス、ホウレンンソウ、バレイショの残留農薬については、高速溶媒抽出装置

及びガスクロマトグラフィー質量分析計を組み合わせることにより、迅速に分析

が実施できる。
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［背景・ねらい］

近年、消費者の食の安全に対する不安感が増大し、特に農作物の残留農薬についてはそ

の関心が高まっている。残留農薬の分析法については、環境省他が分析法を告示し、それ

に従って分析を行っているが、精度は高いが時間がかかるため、農作物の残留調査につい

ては、その要望に応じられない。

そこで、現場においての農作物の残留調査に対応するため、従来の公定分析法より短時

間で簡易な残留農薬分析法の開発を行う。

［成果の内容・特徴］

１．レタス、ホウレンンソウ、バレイショの残留農薬について、高速溶媒抽出装置及びガ

スクロマトグラフィー質量分析計を組み合わせることにより、１検体２時間程度で分析

ができ、残留農薬の分析時間短縮が可能となる（図１，図２，図３ 。）

２．ガスクロマトグラフィー質量分析計を活用することにより、１農作物から１２農薬の

同時分析が可能となり、回収率も を上回る（表１ 。70% ）

［成果の活用面・留意点］

１．レタス、ホウレンンソウ、バレイショ以外の残留の迅速分析を実施する時は、抽出条

件やガスクロマトグラフィー条件等を再検討する必要がある。



［具体的データ］

試験検体：レタス、ホウレンソウ、バレイショ

【従来法】

試料 抽出 濃縮 転溶 濃縮 ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨ 等ー→ → → → → →

７～１０日程度
【新システム】

試料 高速溶媒抽出装置 付きｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ質量分析計 分析結果（ ）5g GPC→ → →

３０分 ２０分 ６０分 １０分

２時間程度

図１ 高速溶媒抽出システム等の導入効果

①高速溶媒抽出装置（Ｄ社 ） ②ガスクロマトグラフィー質量分析計ASE-300
（Ｓ社 ： ）prep-Q GPC+GC-MS

抽出条件 分析条件
試 料 ５ｇ ・ＧＰＣ部

NLPpac EV-200抽出温度 １５０℃ カ ラ ム：
1500psi 3 7圧 力 溶 媒：ｼｸﾛﾍｷｻﾝ：ｱｾﾄﾝ＝ ：

0.1ml/minサイクル ３ 流 速：
ガ ス 窒素ガス ・ＧＣ ＭＳ部-

3 7 DB-5抽出溶媒 ｼｸﾛﾍｷｻﾝ：ｱｾﾄﾝ＝ ： カ ラ ム：
30ml/min流 速：

99.999%)図２ 溶媒抽出条件 使用ガス：ヘリウム（
１２０℃、検出器温度２５０℃注入口温度：

昇温条件：８５℃→２５０℃（５０分）

図３ ガスクロマトグラフィー条件

表１ 迅速分析法における１２農薬の回収率（レタスの分析例）
農 薬 名 回収率（％）※

※回収率とは、レタス等に既知の農薬DDVP 86
（例えば ）を添加し、この一BPMC 88(フェノブカルブ） 0.1ppm
連の操作後、操作前の農薬量を１００CAT 84（ｼﾏｼﾞﾝ）
とした場合の操作後の農薬の残存量をﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ 70
表したもの（７０％以上は必要 。ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 76 ）

TPN 77（ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ）
IBP 82（ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ）
MEP ; 77（ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ ｽﾐﾁｵﾝ）

74ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌ
72ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ

CMP 79（ｸﾛﾙﾆﾄﾛﾌｪﾝ）
EPN 76
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